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第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府内）

15．長岡京市の歴史文化調査
京都府立大学文学部地理学研究室

１．概要

長岡京市が策定を目指している文化財保存活用地域計画の事業の一環として、長岡京市文化
財保存活用地域計画作成のためのワークショップを実施した。地理学研究室および建築史学研
究室の 3・４回生がこのワークショップに参加し、長岡京市内のフィールドワーク調査をおこ
ない、成果を報告した。
参加者：荒井元希・石橋茉莉（以上、4 回生）、青柳隆慈・永久陽菜・川西優帆・宰川玲・高
　　　　橋日向・前田愛佳・松岡茉陽琉（以上、3 回生）、上杉和央（教員）

２．成果

学生は３つの班に分かれ、それぞれ個別に数回のフィールドワークを実施するなかで、長岡
京らしさとはどのようなところにあるかを議論していった。途中、数回の学内報告会を実施し、
歴史文化の作り方について相互に意見を出し合う中で、焦点を絞りながら、長岡京らしさを磨
いていった。

市民向け報告会を兼ねたワークショップが 2021 年７月 31 日に実施され、各班ともに成果
をポスターおよびパワーポイントを用いて報告した（図１・２を参照）。その後、集まった市
民と「内側から見た長岡京市」と「外側から見た長岡京市」の異同について、意見交換をおこ
なった。意見交換のなかで出た意見については、長岡京市が記録をし、文化財保存活用地域計
画の策定に活かしていくことになった。

なお、当日の様子は京都新聞８月２日（洛西版）にて紹介された。

図 1　ワークショップの様子
（2021 年７月 31 日）
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図２　学生の提案した
長岡京の歴史文化

　班員
１班：荒井元希、石橋茉莉、髙橋日向
２班：青柳隆慈、永久陽菜、川西優帆
３班：宰川玲、前田愛佳、松岡茉陽琉

１班の提案

３班の提案

２班の提案




